
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

1.30 0.28 0.77平均値 42.00 43.33 44.05 51.87 52.33平均値 54.49 55.39 55.25 57.11 57.57

当該値 0.00 0.70

平均値 0.48 0.52

H27

3.79 0.59 5.59当該値 52.72 91.65 89.28 89.43 84.16

全体総括

　当市の給水事業所は近年、減少傾向にあり、今後
も減少することが予測されます。
　また、給水量についても、効率的水使用の徹底や
事業の縮小及び工場の集約化等により、今後も減少
することが予想されます。
　一方、管路の経年化率は増加傾向にあり、法定耐
用年数を超過した管路が増加してきていることか
ら、今後、多額の更新費用が必要となり、厳しい経
営環境が続くと考えられます。
　これらに対応し、健全性を維持し、将来にわたっ
て安定的に事業を継続していくため、引き続き経営
戦略に基づいた計画的な施設の耐震化・更新改良に
努めていきます。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01

当該値 70.20 71.33 66.34 65.56 62.70

H28 H29 H30 R01

2. 老朽化の状況

平均値 63.26 62.70 62.59 61.76 62.75平均値 40.97 40.69 40.67 40.89 41.59平均値 25.13 26.03 25.98 26.84 26.08平均値 109.19 105.24 105.71 105.06 106.98

当該値当該値 23.04 22.84 22.25 21.37 20.16 63.53 63.12 63.12 63.12当該値 31.26 32.06 30.63 30.32 30.05

H27H28 H29 H30 R01 H27

64.34

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率は、平成29年度から減
少傾向にありますが、類似団体と比較して高い水準
にあります。
　②管路経年化率は、平成28年度に91.65%と大きく
増加しており、管路の更新の必要性が高まっていま
す。
　③管路更新率は、類似団体平均値と比較して大き
く上回っていますが、管路経年化率は依然として高
い水準にあることから、今後も実使用年数を考慮し
た計画的な管路更新を行っていく必要があります。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01

当該値 122.51 123.19 125.78 131.12 138.90

H28 H29 H30 R01

平均値 222.22 216.41 208.47 193.85 204.31平均値 605.50 551.43 687.99 655.75 578.19平均値 50.52 52.25 53.30 50.25 51.91平均値 119.31 116.37 117.28 116.96 117.47

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00136.77

H28 H29

156.16 143.92 152.70 144.93 135.72当該値 1,122.01 1,273.74 969.84 956.61 1,600.83

H28 H29 H30 R01 H27H28 H29 H30 R01 H27H30 R01 H27

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 ①経常収支比率は、単年度の収支が黒字であるこ
とを示す100%を上回り、類似団体平均値と比較して
も上回っているので経営状況は健全な水準にあると
いえます。
　③流動比率は、必要とされる100%を大きく上回っ
ており、類似団体平均値と比較しても上回っている
ので経営状況は健全な水準であるといえます。
　④企業債残高対給水収益比率は、減少傾向にあ
り、類似団体平均値と比較しても低い値となってい
ますが、今後も計画的な企業債発行と償還で現在の
水準を維持する必要があります。
　⑤料金回収率は、100%を上回っており、類似団体
平均値と比較しても高い水準にあります。
　⑥給水原価は、経営の効率化・健全化に向けた取
り組みを継続的に実施してきたこともあり、類似団
体平均値と比較して低い水準にあります。
　⑦施設利用率は、類似団体と比べて低い水準であ
ることから、施設のダウンサイジング等、施設の最
適化に取り組んでいく必要があります。
　⑧契約率は類似団体平均値と比較して上回ってい
るものの、今後も減少傾向が見込まれることから、
施設の最適化に取り組んでいく必要があります。

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 120.41 121.28 123.58 128.63

- 85.0 29 31,562 自治体職員 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 50,000 中規模 1 15,026

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（令和元年度決算）
兵庫県　伊丹市

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【59.23】
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②管路経年化率(％)
【47.77】
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③管路更新率(％)
【0.34】
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③流動比率(％)
【420.52】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
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⑤料金回収率(％)
【115.00】
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⑥給水原価(円)
【18.60】
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⑦施設利用率(％)
【55.21】
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⑧契約率(％)
【77.39】
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②累積欠損金比率(％)
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①経常収支比率(％)
【119.03】
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